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そ
の
日
に
備
え
て
地
震
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
！

木
造
住
宅
の
耐
震
化
の
現
状

　

県
の
第
4
次
地
震
被
害
想
定
で
市
内
の

ほ
ぼ
全
域
が
震
度
6
強
以
上
と
想
定
さ
れ

る
な
か
、
旧
耐
震
基
準
（
昭
和
56
年
5
月

31
日
以
前
の
基
準
）
で
建
て
ら
れ
た
木
造

住
宅
が
多
数
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
助
成
制
度
を
設
け
、
皆
さ
ん
の

地
震
対
策
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

い
ま
一
度
、
お
住
ま
い
の
地
震
対
策
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

■
各
助
成
制
度
（
①
～
③
）
の
対
象

　

次
の
条
件
を
満
た
す
木
造
住
宅

　

・
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
の
基
準
（
旧

　
　

耐
震
基
準
）
で
建
築

問
建
築
住
宅
課
（
西
庁
舎
2
階
）
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・
耐
震
診
断
で
耐
震
性
能
が
基
準
に
満

　
　

た
な
い
（
評
点
1
・
0
未
満
）
と
判
定

　

・
現
在
居
住
し
て
い
る

平
成
32
年
度
ま
で
補
助
金
増
額
を
延
長

　

補
強
計
画
に
基
づ
き
、
耐
震
補
強
工
事

を
実
施
す
る
場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

▼
補
助
金
額

　
　
　

一
般
世
帯　
　
　

45
～
75
万
円

　
　
　

高
齢
者
等
世
帯　

65
～
95
万
円

※
耐
震
化
促
進
P
R
へ
の
協
力
が
条
件　

期
間
限
定
（
平
成
31
年
度
ま
で
）

　

耐
震
化
が
必
要
な
木
造
住
宅
の
建
て
替

え
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
に
、
解
体
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
補
助
金
額

　

対
象
工
事
費
の
23
％
以
内

　
　
　

一
般
世
帯　
　
　

最
大
30
万
円

　
　
　

高
齢
者
等
世
帯　

最
大
50
万
円

期
間
限
定
（
平
成
31
年
度
ま
で
）

　

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置
す
る
場
合
、

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
と
は
、
木
造
住
宅
の
１
階
に
木
材

や
鉄
骨
で
強
固
な
箱
型
の
空
間
を
つ
く
り
、

居
住
者
の
安
全
を
確
保
す
る
も
の
で
す
。

▼
補
助
金
額

　

設
置
費
の
2
分
の
1
以
内

　
　
　

一
般
世
帯　
　
　

最
大
15
万
円

　
　
　

高
齢
者
等
世
帯　

最
大
25
万
円

～耐震補強工事実施者の声①～
　自宅だけでなく、近隣住居にも
影響を与えかねないと思い、耐震
補強工事を行いました。安心して
暮らすことができると同時に心の
余裕が出来ました。

▲設置イメージ

▲倒壊実験後の様子

▲熊本地震で倒壊した木造住宅

【施工例】壁の補強
○筋かいによる補強　 ○構造用合板による補強

筋かい
構造用合板

～耐震補強工事実施者の声②～
　心の奥底に絶えず不安と恐怖を
抱えて過ごしてきました。今まで何
もできず、家は老朽化していまし
た。やっと思いがかない、安心感と
満足感を得ることができました。

❶
木
造
住
宅
の
耐
震
化
の
補
助

❷
木
造
住
宅
の
解
体
の
補
助

❸
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
の
補
助



空
き
家
対
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を
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空
き
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て
お
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な
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で
！
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市
で
は
、
家
庭
防
災
の
一
環
と
し
て
家

具
固
定
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
と

建
築
工
業
組
合
が
委
託
契
約
を
締
結
し
、

業
者
が
家
具
固
定
を
し
ま
す
。
詳
し
く
は

地
域
づ
く
り
応
援
課
（
☎
37

－

4
7
5
1
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
▼
対
象
条
件

　

市
内
在
住
の
方

▼
自
己
負
担
額

・
一
般
世
帯　

3
点
ま
で
の
家
具
を
1
点

に
付
き
2
千
円
で
固
定

・
要
配
慮
者
世
帯　

3
点
ま
で
の
家
具
を

無
料
で
固
定

※
一
般
世
帯
、
要
配
慮
者
世
帯
と
も
に
、

4
点
以
上
は
1
点
に
つ
き
4
千
円
で
固
定

▼
申
込
期
間

　

6
月
1
日
㈮
～
6
月
29
日
㈮　

※
土
日
除
く

　

大
震
災
で
起
き
た
火
災
の
約
6
割
は
、

電
気
器
具
の
転
倒
や
停
電
後
の
電
気
復
旧

時
に
発
生
す
る
電
気
火
災
で
す
。

　

市
で
は
平
成
30
年
度
か
ら
、
自
動
的
に

電
気
供
給
を
遮
断
す
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

設
置
費
へ
の
補
助
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
危
機
管
理
課
（
☎
37

－

4
9
0
3
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

空
き
家
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

　

空
き
家
は
急
速
に
老
朽
化
が
進
み
ま
す
。

管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
は
、
風
が
通

ら
な
い
た
め
、
カ
ビ
が
発
生
し
た
り
、
衛

生
上
有
害
と
な
っ
た
り
、
不
審
者
の
侵
入

や
放
火
な
ど
の
危
険
も
あ
り
ま
す
。
空
き

家
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、
適
正
な
管

理
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
市
で
は
空
き
家
に
対
す
る
次
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
適
正
な
空
き
家
管
理
の
た
め
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
協
定
を
締
結

　

市
と
磐
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
「
空
き
家
等
の
適
正
な
管
理
の
推
進
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
こ

の
協
定
に
よ
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
所
有
者
な
ど
と
契
約
を
結
び
、
見
回
り

や
敷
地
内
の
除
草
作
業
な
ど
、
空
き
家
の

管
理
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

磐
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
37

－

0
0
5
5
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
空
き
家
の
解
体
費
用
を
助
成

　

再
利
用
が
困
難
な
空
き
家
の
解
体
費
用
の

　

防
災
ベ
ッ
ド
の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。
防
災
ベ
ッ
ド
は
、
地
震
に
よ
る
住

宅
の
倒
壊
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
県
が
開
発

し
た
ガ
ー
ド
フ
レ
ー
ム
付
き
の
ベ
ッ
ド
で
す
。

▼
対
象
条
件

　

耐
震
診
断
で
耐
震
性
能
が
基
準
に
満
た

な
い
（
評
点
1
・
0
未
満
）
と
判
定
さ
れ

た
木
造
住
宅
に
お
住
ま
い
で
、
県
が
開
発

し
た
防
災
ベ
ッ
ド
を
購
入
す
る
方

▼
補
助
金
額

　

購
入
費
用
の
3
分
の
1
以
内
で
、
最
大

10
万
円

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
補
助
額
は
対
象

工
事
費
の
2
分
の
1
以
内
で
50
万
円
が
上
限

と
な
り
ま
す
。
ま
た
土
地
の
固
定
資
産
税
な

ど
を
3
年
間
減
免
し
ま
す
（
一
定
の
条
件
が

あ
り
ま
す
）。

○
中
古
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
を
助
成

　

新
た
に
購
入
し
た
中
古
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー

ム
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
の
2
分
の
1
に
相
当
す

る
額
と
補
助
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
比

較
し
、
い
ず
れ
か
少
な
い
額
で
1
0
0
万

円
を
上
限
と
し
て
助
成
し
ま
す
。

・
緊
急
輸
送
路
沿
道
の
建
物
に
対
す
る
耐
震

補
強
計
画
・
補
強
工
事
の
助
成
制
度

・
道
路
沿
い
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
・

改
善
に
対
す
る
助
成
制
度

【設置例】防災ベッド

問
建
築
住
宅
課
（
西
庁
舎
2
階
）

☎
0
5
3
8

－

37

－

2
7
0
6

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

33

－

2
0
5
0

そ
の
他
の
地
震
対
策
に
係
る
助
成
制
度

❹
防
災
ベ
ッ
ド
設
置
の
補
助

❺
家
庭
内
家
具
固
定
の
補
助

❻
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
の
補
助
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問都市計画課（西庁舎 2 階）☎ 0538-37-4907　ＦＡＸ 0538-36-2459

磐田市都市計画マスタープランを改定しました

都市計画マスタープランでは

　計画の策定から 10 年が経過し、人口減少・少子高齢社会への突入
や、東日本大震災の発生による防災意識の高まり、新東名スマートイ
ンターチェンジやＪＲ新駅など新たな基盤整備の推進など、本市を取
り巻く環境が大きく変化していることから、それらに対応するための
将来都市像や土地利用などの基本方針を示したものです。

1.  磐田市の特性を活かした「コンパクト
    シティ・プラス・ネットワーク」型
    の都市づくり

2.  広域都市基盤を活かした市の活力を
    高める都市づくり

3.  効果的な都市基盤整備や土地利用の適 
    正誘導による安全性の高い都市づくり

4.  地域の特性を活かした官民連携による
    都市づくり

都市づくりの目標

　JR の駅や地域拠点の周辺は、日常生活に
必要となる医療、福祉、商業施設などの都
市機能を維持・誘導し、コンパクトで持続
性の高い市街地を形成します。

　高速道路のインターチェンジ周辺などの
産業拠点は、広域交通基盤を活かした産業
の誘致により雇用の場を確保します。

※計画の閲覧は市役所および支所の市政情報コーナー
　または市ホームページでご覧ください。

※構造図とは「拠点」「地域」「軸」など、  
   都市の骨格構造を示すものです

将来都市構造図（右図）

◆将来都市構造の二つの視点

① 市民の持続可能な暮らしの視点

② 産業活性による市の活力向上の視点

新しい将来都市像

～ 豊かな自然や歴史・文化と共生し 人にも企業にも選ばれる魅力的な磐田 ～

まちの活力が次代に持続する都
ま

市
ち

　磐田

　磐田市　都市計画マスタープラン 検索
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問
下
水
道
課
（
福
田
支
所
2
階
）
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市
で
は
、
川
や
海
な
ど
の
水
環
境
を
保

全
し
清
潔
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
下
水
道
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
3
月
31
日
現
在
で
、
約

3
1
8
7
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域
で
公
共
下

水
道
の
整
備
が
完
了
し
、
処
理
人
口
は
約

14
万
人
、
普
及
率
は
82
・
4
%
で
す
。

　

下
水
道
整
備
が
進
む
に
従
い
、
生
活
排

水
が
流
入
し
て
い
た
河
川
の
水
質
が
改
善

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
今
年
4
月
1
日
か

ら
、
新
た
に
約
24
・
6
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区

域
で
下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
新
た
な
区
域
（
供
用
開
始
区
域
）

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
新
た
に
下
水
道
が
利
用
で
き
る
区
域

　

・
小
島　
　
　

・
見
付

　

・
草
崎　
　
　

・
鎌
田

　

・
刑
部
島　
　

・
豊
田

　

・
岩
井　
　
　

・
上
野
部

　　

※
利
用
で
き
る
区
域
は
、
そ
れ

　
　

ぞ
れ
の
地
区
の
一
部
で
す
。

　
　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

で
ご
確
認
く
だ
さ
い

下
水
道
接
続
の
お
願
い

　

供
用
が
開
始
さ
れ
た
場
合
に
は
、
下
水

道
法
で
は
「
遅
滞
な
く
接
続
」
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
時
間
が
経
過
し
た
供
用
開
始

の
地
区
で
、
未
接
続
の
家
庭
か
ら
の
生
活

排
水
の
臭
い
な
ど
に
関
す
る
ご
意
見
を
多

数
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
生
活

環
境
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
地
域
全
体

で
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
下
水
道

が
供
用
開
始
さ
れ
た
ら
速
や
か
に
接
続
を

お
願
い
し
ま
す
。

立
地
適
正
化
計
画
の

「
届
出
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す

問
都
市
計
画
課
（
西
庁
舎
2
階
）

☎
0
5
3
8

－

37

－

4
9
0
7

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

36

－

2
4
5
9

　

市
で
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に

対
応
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、「
磐
田
市
立
地
適
正
化
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
の
中
で
は

次
の
2
つ
の
区
域
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

・
居
住
誘
導
区
域

　

一
定
の
人
口
密
度
を
維
持
す
る
区
域

・
都
市
機
能
誘
導
区
域

　

病
院
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の

生
活
サ
ー
ビ
ス
施
設
（
誘
導
施
設
）
を
維

持
し
た
り
、
誘
導
し
た
り
す
る
区
域

　

7
月
１
日
以
降
、
次
の
①
②
の
よ
う
な

開
発
や
建
築
な
ど
を
行
う
際
は
、
着
手
の

30
日
前
ま
で
に
、
市
に
届
出
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

【
届
出
を
必
要
と
す
る
行
為
】

①
居
住
誘
導
区
域
外
で
の
行
為

▼
開
発
行
為
（
土
地
の
造
成
）

　

住
宅
の
建
築
を
目
的
と
す
る
3
戸
以
上

ま
た
は
敷
地
面
積
1
0
0
0
㎡
以
上
の

開
発

▼
建
築
等
行
為

　

住
宅
を
目
的
と
し
た
3
戸
以
上
の
新
築
、

改
築
、
用
途
変
更

②
都
市
機
能
誘
導
区
域
外
で
の
行
為

▼
開
発
行
為
（
土
地
の
造
成
）

　

生
活
サ
ー
ビ
ス
施
設
（
誘
導
施
設
）
の

建
築
を
目
的
と
す
る
開
発

▼
建
築
等
行
為

　

生
活
サ
ー
ビ
ス
施
設
（
誘
導
施
設
）
を

目
的
と
し
た
新
築
、
改
築
、
用
途
変
更

平
成
30
年
度

下
水
道
供
用
開
始
区
域
の
お
知
ら
せ

　
磐
田
市
　
下
水
道
供
用
開
始

検
索

  

磐
田
市  

立
地
適
正
化
計
画  

届
出
制
度

検
索

●3戸以上の住宅の建築のための開発

開発行為建築等行為

（例1）

（例2）

（例3）　1,200㎡、1戸の開発行為

●1～ 2戸の住宅の建築で、1,000㎡
　以上の規模の開発

●3戸以上の住宅の新築や、3戸以上
　の住宅への改築・用途変更

（例1）

（例2）

話題の「マンホールカード」に
しっぺいが仲間入り！

4 月 28 日㈯午前 9時から JR磐田駅北口の磐田
市観光案内所（営業時間：午前 9時～午後 6時、
月曜休）で無料配布を始めます。（1人1枚まで）

　
カ
ー
ド
を
ゲ
ッ
ト
し
て

　
　
　
　
　
知
識
を
深
め
よ
う
！

※
計
画
の
誘
導
区
域
や
誘
導
施
設
、
届
出

制
度
の
概
要
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
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問
収
納
課
（
本
庁
舎
1
階
）

☎
0
5
3
8

－

37

－

4
8
1
0

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

33

－

7
7
1
5

ス
マ
ホ
で
か
ん
た
ん
納
税

市
税
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
ス
タ
ー
ト

　

4
月
20
日
㈮
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

ア
プ
リ
を
利
用
し
、
市
税
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼
対
象
税
目

　

・
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

　

・
固
定
資
産
税
都
市
計
画
税

　

・
軽
自
動
車
税

　

・
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
）

▼
準
備
す
る
も
の

　

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

　

・
納
付
書
（
コ
ン
ビ
ニ

　
　

収
納
用
バ
ー
コ
ー
ド

　
　

が
印
刷
さ
れ
た
も
の
）

　

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

▼
決
済
手
数
料

　
　

納
付
金
額
に
応
じ
て
、
左
表
の
決
済

　

手
数
料
（
自
己
負
担
）
が
か
か
り
ま
す
。

▼
注
意
事
項

　

・
利
用
期
間
は
納
付
書
に
記
載
さ
れ
て

　
　

い
る
納
期
限
ま
で
で
す
。

　

・
領
収
書
は
発
行
し
ま
せ
ん
。
カ
ー
ド

　
　

会
社
が
発
行
す
る
利
用
明
細
書
な
ど

　
　

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

・
窓
口
や
店
頭
で
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

　
　

ド
に
よ
る
支
払
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

・
車
検
（
継
続
検
査
）
用
納
税
証
明
書

　
　

が
必
要
な
場
合
は
、
金
融
機
関
な
ど

　
　

の
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ご
利
用
手
順

　

①
下
記
2
次
元
バ
ー
コ
ー
ド

　
　

か
ら
「
モ
バ
イ
ル
レ
ジ
」

　
　

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

②
ア
プ
リ
を
起
動
。
納
付
書
の
バ
ー
コ
ー

　
　

ド
を
読
み
取
る

　

③
納
付
内
容
を
確
認
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

　
　

ド
を
選
択

　

④
決
済
情
報
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情

　
　

報
の
入
力
内
容
を
確
認
し
、
決
済
実

　
　

行
を
選
択
し
て
完
了

納付金額 決済手数料
（税込）

1円～　5,000円 27円

5,001円～ 10,000円 81円

10,001円～ 20,000円 162円

20,001円～ 30,000円 270円

30,001円～ 40,000円 378円

40,001円～ 50,000円 486円

※以降10,000円増えるごとに108円（税込）　
　加算

利用可能クレジットカード

※アプリのダウンロード
　や使用の際に発生する
　通信料は利用者負担と
　なります

問
福
祉
課
（
ｉあ
い

プ
ラ
ザ
3
階
）

☎
0
5
3
8

－

37

－

4
9
1
9

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

36

－

1
6
3
5

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は

　

義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て
い
る
方
、

内
部
障
害
、
難
病
の
方
な
ど
、
援
助
や
配

慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
が
外
見
か
ら

は
分
か
ら
な
い
方
が
、
周
囲
に
配
慮
を
必

要
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
た
り
、
援

助
が
得
や
す
く
し
た
り
す
る
こ
と
を
目
的

に
作
成
し
た
マ
ー
ク
で
す
。

　

静
岡
県
で
は
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
今
年

の
2
月
か
ら
市
町
な
ど
で
配
布
を
始
め
ま

し
た
。

思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
ご
存
知
で
す
か

▼
対
象
者

　

・
義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て
い
る
方

　

・
内
部
障
害
や
難
病
の
方

　

・
妊
娠
初
期
の
方
な
ど
配
慮
を
必
要
と

　
　

し
て
い
る
方

▼
配
布
場
所

　

・
福
祉
課
障
害
福
祉
グ
ル
ー
プ

　

・
各
支
所
の
市
民
生
活
課
市
民
福
祉
グ

　
　

ル
ー
プ

　

・
西
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
祉
課　

　
　
（
中
遠
総
合
庁
舎
西
館
2
階　

見
付　

　
　

3
5
9
9

－

4
）

▼
配
布
方
法

　

本
人
ま
た
は
家
族
、
支
援
者
な
ど
の

代
理
人
に
限
定
し
、
個
別
に
窓
口
で
無

料
配
布
。

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
利
用
す
る
方
が
援
助

や
配
慮
を
得
や
す
く
な
る
た
め
に
、
ぜ
ひ

趣
旨
な
ど
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
思
い
や

り
の
あ
る
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
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援
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－
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－
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5
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デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

「
お
助
け
号
」
運
行
内
容
見
直
し
の
お
知
ら
せ

　

通
院
や
買
い
物
な
ど
、
日
常
生
活
の
移

動
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
「
お
助

け
号
」
を
よ
り
便
利
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
運
行
内
容
を
見
直
し
ま
し
た
。

　
「
お
助
け
号
」
は
、
既
存
の
タ
ク
シ
ー
車

両
を
活
用
し
、
自
宅
と
指
定
の
施
設
の
間

を
予
約
の
あ
っ
た
利
用
者
が
乗
り
合
わ
せ

て
運
行
し
て
い
ま
す
。
市
内
全
域
を
8
つ

の
地
区
に
分
け
て
運
行
し
、
お
住
ま
い
の

地
区
で
利
用
で
き
ま
す
。
利
用
に
は
事
前

の
登
録
が
必
要
で
す
。

平
成
30
年
4
月
か
ら
の
変
更
点

【
磐
田
中
央
線
】

▼
土
曜
日
の
運
行
を
開
始

　

運
行
日
は
月
～
土
曜
日

※
日
曜
日
・
祝
日
お
よ
び
12
月
29
日

～
1
月
3
日
は
運
休

▼
運
行
便
数
の
追
加

　

正
午
お
よ
び
午
後
4
時
の
便
を
追
加

し
ま
し
た
。

▼
指
定
施
設
の
追
加

　

磐
田
市
立
総
合
病
院
、
金
融
機
関
な

ど
を
追
加
し
ま
し
た
。

▼
利
用
対
象
年
齢
の
引
き
下
げ

　

65
歳
以
上
の
方
と
障
害
者
手
帳
な
ど

の
所
持
者
お
よ
び
そ
の
付
添
者
が
利
用

で
き
ま
す
。

【
竜
洋
線
・
福
田
線
・
磐
田
南
部
線
】

▼
運
賃
の
引
き
下
げ

　

磐
田
市
立
総
合
病
院
ま
で
の
運
賃
を

1
0
0
0
円
と
し
ま
し
た
。

【
全
路
線
】

▼
予
約
受
付
時
間
の
変
更

　

帰
り
の
便
（
指
定
施
設
か
ら
の
出
発
）

に
限
り
、
利
用
1
時
間
前
ま
で
の
予
約

と
し
ま
し
た
。

※
地
区
に
よ
り
利
用
条
件
が
異
な
り
ま
す
。

詳
し
い
変
更
内
容
は
、
４
月
中
旬
の
自

治
会
回
覧
チ
ラ
シ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

▲お助け号のマークが目印です

貴
重
な
自
然
を
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
場
所

　

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
大
池
を
訪

れ
る
方
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
整
備
を
進

め
て
き
た
大
池
周
辺
整
備
が
完
成
し
、
3

月
10
日
㈯
に
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
大
池
は
、
市
街
地
に
近
接
す
る

立
地
と
豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
や
野
鳥
観
察
施
設
な

ど
を
中
心
に
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
や
野
鳥
観
察
を
通
し
た
環
境
学
習

な
ど
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
た
利
活
用
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た

大
池
を
紹
介
し
ま
す

野鳥観察塀としっぺいベ
ンチは、大池の新たなシ
ンボルです。

ウオーキングコースは、
1 周約 1.3 ㌔。足腰にや
さしい土

つち

系
けい

舗装となって
います。

ウオーキングコース

野鳥観察塀と
しっぺいベンチ

問
都
市
整
備
課
（
西
庁
舎
１
階
）

☎
0
5
3
8

－

37

－

4
8
0
6

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

37

－

8
6
9
0

野
鳥
の
宝
庫 

大
池
周
辺
整
備
が
完
成

▲上空（北西）から望む大池

野鳥観察会が5月12日㈯
に開催されます。詳しくは
19ページ「情報BOX」を
ご覧下さい。


	p08-09
	p10
	p11
	p12
	p13

